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「
和
と
モ
ダ
ン
が
織
り
な

す
華
や
ぎ
の
宿
」
強
羅
花
扇

（
飯
山
和
男
社
長
）
。
料
理

に
定
評
が
あ
る
同
館
は
、
京

都
の
料
亭
で
修
業
し
た
料
理

長
に
よ
る
月
替
わ
り
の
献
立

で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
。

　
箱
根
の
野
菜
、
小
田
原
の

鮮
魚
、
最
高
ラ
ン
ク
の
飛
騨

牛
と
一
品
一
品
心
を
込
め
た

懐
石
料
理
を
提
供
。
半
個
室

に
仕
切
ら
れ
た
食
事
ど
こ
ろ

で
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
、
客

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
出
し

て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
新
鮮
な
卵
を
使
っ
た
出
汁

巻
き
、
料
理
人
の
こ
だ
わ
り

が
浸
み
込
ん
だ
幽
庵
焼
き
、

自
家
製
の
梅
干

し
と
た
ま
ご
豆

腐
、
身
体
に
優

し
い
雑
穀
粥

と
、
こ
だ
わ
り

の
朝
食
も
自
慢

だ
。

　
湯
は
箱
根
で

珍
し
い
赤
み
を

帯
び
た
重
曹

泉
。
自
家
源
泉

か
ら
湧
き
出

る
。
大
浴
場
に

は
男
女
共
、
開

放
的
な
二
つ
の

露
天
風
呂
を
備

え
て
い
る
。

　
▽
強
羅
花
扇
は
神
奈
川
県

足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
１
３

０
０
の
６
８
１
。
☎
０
４
６

０（
８
７
）７
７
１
５
。htt

p://www.gorahanaougi.com
/

月
替
わ
り
の
献
立
を
提
供

殿
の
湯
大
岩
露
天
風
呂

　
新
潟
県
月
岡
温
泉
の
「
ホ

テ
ル
清
風
苑
」
（
樋
口
恵
一

会
長
）
は
、
「
美
人
に
な
れ

る
温
泉
」
で
知
ら
れ
る
月
岡

の
湯
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で

き
る
宿
だ
。
温
泉
は
開
湯
１

０
０
余
年
。
ホ
テ
ル
は

年

近
い
伝
統
が
あ
り
、
温
泉
地

の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
。
男
女
２
カ
所
ず
つ
、
合

計
４
カ
所
の
大
浴
場
と
二
つ

の
テ
レ
ビ
付
き
貸
し
切
り
風

呂
が
あ
り
、
浴
槽
の
数
は
合

わ
せ
て

個
。
多
彩
な
六
つ

の
湯
船
が
そ
ろ
う
露
天
風
呂

は
嵯
峨
人
形
風
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
６
つ
子
の
お
湯
か
け
小

僧
」
が
置
か
れ
、
愛
敬
あ
る

姿
で
湯
浴
み
客
を
迎
え
て
い

る
。
ま
た
エ
ス
テ
ル
ー
ム
も

あ
り
、
女
性
に
人
気
で
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
。

　
人
や
環
境
へ
の
配
慮
に
も

取
り
組
む
宿
で
、
部

屋
に
は
国
産
無
垢
材

の
自
然
素
材
を
使

用
。
禁
煙
フ
ロ
ア
・

ル
ー
ム

室
を
備
え

て
い
る
。
大
型
旅
館

で
あ
り
な
が
ら
、
こ

ま
や
か
で
丁
寧
な
お

も
て
な
し
に
定
評
が

あ
り
、
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
た
ス
タ
ッ
フ

が
さ
り
げ
な
い
心
配

り
と
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ

る
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
毎
晩
９
時
か

ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
踊
り

な
ど
、
夜
の
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
て
い
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
清
風
苑
は
新
潟

県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
２
７

８
の
２
。
☎
０
２
５
４
（
３

２
）２
０
０
０
。http://www

.seifuen.com/

新
客
室
「
し
お
ざ
わ
」

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
地
域
の
伝
統

織
物
文
化
を
継
承
す
る
宿
と

し
て
昨
夏
、
魚
沼
の
織
物
を

テ
ー
マ
と
し
た
新
客
室
「
お

ぢ
や
」
「
と
お
か
ま
ち
」

「
し
お
ざ
わ
」を
オ
ー
プ
ン
。

中
に
は
先
代
女
将
着
用
の
着

物
も
再
生
活
用
し
て
い
る
。

機
能
面
で
は
３
、
４
階
の
客

室
の
一
部
を
和
洋
室
タ
イ
プ

の
部
屋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

ま
た
３
階
の
食
事
処
も
椅
子

テ
ー
ブ
ル
の
個
室
ダ
イ
ニ
ン

グ
へ
と
改
装
、
よ
り
快
適
な

施
設
に
な
っ
た
。

　
ま
た
双
葉
の
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
「
二
十
八
（
ふ
た

ば
）の
湯
」。「
ぱ
ぱ
ら
く
」

「
ま
ま
ら
く
」
「
山
の
湯
」

「
里
の
湯
」
の

４
カ
所
の
大
浴

場
が
あ
り
、
多

く
の
湯
巡
り
が

で
き
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付

い
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
食
事
処

「
万
葉
茶
屋
」

に
食
事
処
「
万

葉
の
小
径
」
や

個
室
ダ
イ
ニ
ン

グ
「
花
暦
」
と

合
わ
せ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間

も
展
開
し
、
料
理
長
こ
だ
わ

り
の
料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
双
葉
は
新
潟
県

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
大
字
湯
沢

４
１
９
。
☎
０
２
５
（
７
８

４
）３
３
５
７
。http://www

.hotel-futaba.com/

　
全
て
の
部
屋
か
ら
富
士
山

と
河
口
湖
を
一
望
す
る
眺
望

抜
群
の
宿
「
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明
壽

社
長
）
。
天
空
に
浮
か
ぶ
露

天
風
呂
が
自
慢
だ
が
、
こ
の

４
月
、
「
展
望
館
」
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
新
感
覚
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
テ
ラ
ス
（
温
泉
露
天

風
呂
）
付
き
客
室
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
室
内
に
足
湯
、
寝
湯
も
付

い
た
露
天
風
呂
を
装
備
。
湖

と
目
線
が
一
体
と
な
る
設
計

で
、
ま
る
で
大
自
然
に
溶
け

込
む
よ
う
な
感
覚
だ
。
足
湯

は
広
く
、
皆
で
楽
し
め
る
の

が
特
徴
。

　
「
ス
ー
ペ
リ
ア
テ
ラ
ス
ル

ー
ム
」
（

平
方
㍍
）
は
そ

の
名
の
通
り
、
客
室
に
入
っ

た
瞬
間
、
テ
ラ

ス
に
い
る
よ
う

な
感
覚
に
陥

る
。
従
来
の
座

椅
子
と
座
卓
で

は
な
く
、
デ
イ

ベ
ッ
ド
の
上
で

く
つ
ろ
い
で
も

ら
う
新
し
い
過

ご
し
方
の
提
案

だ
。

　
「
コ
ー
ナ
ー

テ
ラ
ス
ル
ー

ム
」
（

平
方

㍍
）
は
座
室

（
和
室
）タ
イ
プ
で
、家
族
、

仲
間
な
ど
５
人
ま
で
利
用
可

能
。

　
▽
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ
は
山
梨
県
南
都
留
郡
富

士
河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０

５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

ス
ー
ペ
リ
ア
テ
ラ
ス
ル
ー
ム
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
テ
ラ
ス
（
露
天
風
呂
）

　
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い
て

５
分
の
特
別
景
勝
地
に
建
つ

栃
木
県
日
光
温
泉
の
純
和
風

旅
館
「
日
光
千
姫
物
語
」

（
根
本
芳
彦
社
長
）
。

　
客
室
は
日
本
古
来
の
和
風

美
を
表
現
し
て
い
る
。
大
き

く
取
っ
た
南
側
の
窓
は
山
と

渓
谷
を
望
み
、
四
季
折
々
の

素
晴
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
正
面
の
「
鳴
虫

山
」
が
全
面
に
色
付
き
圧
巻

の
眺
め
だ
。

　
夕
食
の
月
替
わ
り
懐
石
料

理
「
千
姫
御
膳
」
は
、
旬
の

食
材
を
丁
寧
に
選
び
、
手
作

り
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
懐
石
料
理
。
名
産
の
「
日

光
湯
波
」
や
地
産
の
野
菜
な

ど
を
使
い
季
節

感
を
大
切
に
し

た
献
立
作
り
を

心
が
け
て
い

る
。
中
で
も
、

総
料
理
長
が
精

魂
こ
め
た
特
製

出
汁
（
だ
し
）

で
頂
く
「
千
姫

風
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
」
は
特
に
好

評
で
、
「
出
汁

ま
で
全
部
飲
ん

で
し
ま
い
ま
し

た
」
と
い
う
お

客
さ
ま
も
多
い

と
の
こ
と
。

　
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
と

ち
ぎ
和
牛
」
等
、
さ
ら
に
吟

味
さ
れ
た
食
材
を
存
分
に
あ

し
ら
っ
た
「
厳
選
懐
石
膳
」

も
好
評
で
、
宿
泊
が
「
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
の
場

合
に
提
供
さ
れ
る
。

　
朝
食
は
「
和

食
」か「
洋
食
」

の
選
択
制
。
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
時

に
１
人
ず
つ
選

ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
も
う
れ
し

い
サ
ー
ビ
ス

だ
。

　
同
館
の
も
う

一
つ
の
こ
だ
わ

り
は
浴
場
。
サ

ウ
ナ
付
き
大
浴

場
、
露
天
岩
風

呂
も
あ
り
、
大

谷
川
や
山
々
を

眺
め
な
が
ら
湯

浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
男
性
に
は
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
。
女
性

に
は
肌
や
髪
に
潤
い
を
与
え

る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
」
や
、
ミ
ル
ク
の
よ
う

に
き
め
細
や
か
な
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
の
効
果
で
ス
ベ
ス
ベ

お
肌
と
温
熱
効
果
が
期
待
で

き
る
「
シ
ル
キ
ー
バ
ス
」
な

ど
、
美
容
効
果
の
高
い
施
設

を
備
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
別
棟
の
本
格
エ
ス

テ
＆
ス
パ
「
日
光
美
人
」
で

は
通
常
の
エ
ス
テ
の
ほ
か
に

「
酵
素
風
呂
」
（
３
千
円
税

別
）
な
ど
を
楽
し
め
る
。

「
女
性
に
や
さ
し
い
宿
」
と

う
た
っ
て
い
る
当
館
な
ら
で

は
だ
ろ
う
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は
栃
木

県
日
光
市
安
川
町
６
の

。

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
１
０

１
０
。http://www.senhime

.co.jp/

秋
の
厳
選
懐
石
膳
（
一
例
）

日
光
観
光
に
便
利
な
立
地

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
）
は
、
自
家
源

泉「
子
宝
の
湯
」を
所
有
し
、

豊
富
な
湯
を
た
た
え
た
多
彩

な
風
呂
が
人
気
だ
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
風
呂
が
、
吹
き
抜
け

ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な
「
秀
峰

館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う

「
八
番
館
」
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　
秀
峰
館
の

階
、
展
望
抜

群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は

川
面
か
ら
約

㍍
と
い
う
、

鬼
怒
川
で
最
も
高
い
場
所
に

位
置
す
る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン

下
り
で
使
用
す
る
舟
の
浴
槽

に
加
え
、
山
々
を
眺
め
な
が

ら
入
浴
で
き
る
立
ち
湯
、
空

を
見
上
げ
る
寝
湯
な
ど
、
９

種
の
湯
船
を
楽

し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男

性
用
大
浴
場

「
麻
の
湯
」
、

女
性
用
大
浴
場

「
紅
葉
の
湯
」、

貸
切
風
呂
「
打

ち
出
の
小
槌
の

湯
」
が
あ
る
。

八
番
館
に
は

「
滝
の
湯
」
が

あ
り
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
大
浴

場
に
露
天
風

呂
、
座
湯
が
あ
る
。
女
性
客

に
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
や

シ
ル
キ
ー
風
呂
が
お
す
す

め
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
室
や
洋

室
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
な

ど
、
好
み
で
選
べ
る
多
様
な

客
室
を
用
意
し
て
い
る
。
今

年
７
月
に
は
秀
峰
館
の
最
上

階
に
眺
望
風
呂
付
和
洋
室

「
雅
」が
誕
生
。

随
所
に
配
し
た

地
元
栃
木
の

「
鹿
沼
組
子
」

が
和
の
空
間
を

引
き
立
て
る
、

上
品
で
優
雅
な

和
洋
室
と
な
っ

て
い
る
。

　
食
事
は
ブ
ッ

フ
ェ
が
人
気
。

旬
の
素
材
を
和

洋
中
１
０
０
種

以
上
の
料
理
で

提
供
。
オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
で
は
目
の
前
で

天
ぷ
ら
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
を

調
理
す
る
。
今
年
２
月
に
新

設
さ
れ
た
ピ
ザ
窯
で
は
、
焼

き
立
て
の
石
窯
ピ
ッ
ツ
ァ
を

提
供
し
て
い
る
。
デ
ザ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
も
充
実
。
プ
ラ
ン

に
よ
っ
て
部
屋
や
個
室
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
の
和
食
膳
を
選

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　
館
内
施
設
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
味
わ

え
る
バ
ー
「
ザ
・
バ
ー
」
、

地
酒
や
焼
酎
が
楽
し
め
る
和

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
居
酒
屋

「
き
ぬ
の
蔵
」
も
好
評
。

　
大
好
評
の
「
あ
さ
や
特
製

和
牛
カ
レ
ー
」
も
発
売
中
。

ブ
ッ
フ
ェ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
味
わ
え
る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。

☎
０
２
８
８
（
７
７
）
１
１

１
１
。http://www.asaya-ho

tel.co.jp/

多
彩
な
料
理
が
並
ぶ
ブ
ッ
フ
ェ

空
中
庭
園
露
天
風
呂

　
山
形
県
か
み
の
や
ま
温
泉

の
「
日
本
の
宿
　
古
窯
」

（
佐
藤
洋
詩
恵
社
長
）
。
み

ち
の
く
屈
指
の
名
旅
館
は
、

敷
地
内
で
発
掘
さ
れ
た
、
約

１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代

の
窯
跡
に
ち
な
ん
で
名
付
け

ら
れ
た
。
宿
泊
客
に
は
素
焼

き
の
皿
に
絵
付
け
を
す
る

「
楽
焼
」
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
各
界

の
著
名
人
が
描
い
た
約
千
枚

の
作
品
を
展
示
す
る
。
石
原

裕
次
郎
、
美
空
ひ
ば
り
、
坂

本
九
、
岡
本
太
郎
な
ど
、
そ

の
作
品
の
数
々
は
古
窯
の
歴

史
そ
の
も
の
。

　
温
泉
は「
三
大
美
人
泉
質
」

と
う
た
わ
れ
る
良
質
の
湯

で
、
泉
質
は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
塩
化
物
・

硫
酸
塩
温
泉
」。

温
泉
に
含
ま
れ

る
メ
タ
ケ
イ
酸

が
肌
の
水
分
や

脂
を
適
度
に
保

つ
ほ
か
、
表
皮

細
胞
の
角
質
化

を
促
進
し
、
し

っ
と
り
と
キ
メ

細
か
い
肌
を
つ

く
っ
て
く
れ

る
。

　
今
年
２
月
に

１
階
大
浴
場

「
紅
花
風
呂
」

の
露
天
風
呂
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
古
窯

の
名
に
ち
な
ん
だ
一
人
で
ゆ

っ
く
り
入
れ
る
窯
の
露
天
風

呂
を
六
つ
新
設
。
入
っ
て
い

る
人
だ
け
に
音
楽
が
聞
こ
え

る
特
別
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
昔
京
都
に

紅
花
を
運
ん
だ
北
前
船
を


分
の
１
サ
イ
ズ
に
再
現
し
た

船
や
そ
の
船
を

モ
チ
ー
フ
に
し

た
石
造
り
の
露

天
風
呂
も
あ

る
。
ほ
か
に
日

常
で
は
ほ
と
ん

ど
体
験
で
き
な

い
マ
イ
ナ
ス
５

度
近
く
の
冷
温

サ
ウ
ナ
「
か
ま

く
ら
サ
ウ
ナ
」

が
あ
る
。
温
泉

入
浴
、
冷
温
サ

ウ
ナ
、
高
温
サ

ウ
ナ
に
繰
り
返

し
入
る
こ
と
で

体
の
新
陳
代
謝
効
果
を
得
ら

れ
る
と
い
う
。

　
８
階
の
展
望
大
浴
場
に
も

二
つ
露
天
風
呂
が
新
設
。
夏

は
満
天
の
星
空
、
冬
は
連
峰

の
雪
景
色
と
、
季
節
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を
楽
し

め
る
。

　
２
階
の
茶
寮
露
天
風
呂
付

き
客
室
は
プ
レ
ミ
ア
ム
客
室

も
合
わ
せ
て
６
室
あ
る
が
、

す
べ
て
露
天
風
呂
の
形
が
違

う
。
来
る
た
び
に
違
う
雰
囲

気
が
味
わ
え
る
客
室
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
他
、
３
階
の
貸
し
切

り
風
呂
、
４
階
の
露
天
風
呂

付
き
客
室
と
温
泉
を
楽
し
む

施
設
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。

　
▽
日
本
の
宿
　
古
窯
は
山

形
県
上
山
市
葉
山
５
の

。

☎
０
２
３
（
６
７
２
）
５
４

５
４
。http://www.koyoga.c

om/
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
１
階
大
浴
場

８
階
展
望
大
浴
場

　
群
馬
県
の
水
上
温
泉
、
源

泉
湯
の
宿
松
乃
井
（
戸
澤
千

秋
社
長
）
は
、
四
つ
の
自
社

源
泉
を
有
し
て
い
る
。
湯
は

弱
ア
ル
カ
リ
性
の
す
べ
す
べ

と
し
た
質
感
が
特
長
。
湯
量

は
毎
分
４
５
８
・
１
㍑
と
、

そ
の
豊
富
さ
は
水
上
随
一
を

誇
る
。

　
源
泉
を
で
き
る
か
ぎ
り
外

気
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、

湯
殿
の
底
か
ら
直
接
湧
き
上

が
ら
せ
る
こ
と
で
温
泉
の
鮮

度
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
源

泉
か
け
流
し
の
温
泉
を
、
松

乃
井
は「『
生
』温
泉
」と
表
現

し
、大
切
に
守
っ
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
浴
場
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
露
天
風

呂
・
大
浴
場
「
月
あ
か
り
の

湯
」
「
火
あ
か
り
の

湯
」
「
蛍
あ
か
り
の

湯
」
、
貸
し
切
り
露

天
風
呂
な
ど
が
新
た

に
誕
生
し
た
。

　
月
あ
か
り
の
湯

は
、
生
温
泉
を
存
分

に
楽
し
め
る
。
常
連

客
も
多
く
、
併
設
の

ナ
ッ
ピ
ン
グ
ル
ー
ム

（
サ
ウ
ナ
）
に
本
を
持
ち
込

み
、
思
い
思
い
の
過
ご
し
方

を
楽
し
む
人
も
多
い
。

　
蛍
あ
か
り
の
湯
は
、
見
え

隠
れ
す
る「
蛍
」が
テ
ー
マ
。

本
物
の
蛍
が
育
っ
て
光
を
放

つ
時
期
と
、
蛍
を
模
し
た
演

出
照
明
で
、
１
年
中
淡
い
あ

か
り
の
暖
か
み
を
表
現
。

　
火
あ
か
り
の
湯
は
、
夜
間

に
「
た
い
ま
つ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
揺
ら
め
く
火
の
よ
う

な
照
明
が
周
囲
を
照
ら
す
。

　
星
空
の
湯
は
、
家
族
や
カ

ッ
プ
ル
な
ど
小
グ
ル
ー
プ
が

生
温
泉
を
満
喫
す
る
の
に
ぴ

っ
た
り
。カ
ン
テ
ラ
の
湯
は
、

照
明
を
カ
ン
テ
ラ
風
に
し
て

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
す
。

　
全
て
の
風
呂
は
「
め
ぐ
り

湯
回
廊
」
で
つ
な
が
り
、
館

内
を
経
由
し
な
く
て
も
回
廊

を
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂

に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
敷
地
内
に
は
、
谷
川
岳

か
ら
の
地
下
水
が
６
カ
所
の

滝
を
作
り
、
１
万
坪
の
日
本

庭
園
が
水
上
の
自
然
の
美
し

さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　
料
理
に
も
こ
だ
わ
っ
た
松

乃
井
は
、
群
馬
県
か
ら
「
地

産
地
消
推
奨
の
宿
」
の
称
号

を
得
て
、
地
元
食
材
の
魅
力

を
追
求
し
続
け
て
い
る
。
温

泉
と
料
理
に
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
「
お
も
て
な
し
の

心
」
で
日
夜
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。

　
▽
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

は
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７

８（
７
２
）３
２
０
０
。htt

p://www.matsunoi.com/

蛍あかりの湯

松乃井全景


